










Ⅰ.ビタミンＫ1.経口投与後の血中濃度 

これまでの研究から，新生児や乳児では，経ロ-投与されたビタミンＫ1(以下 K1)の消化管

からの吸収は，成人に比して非効率的であることがうかがわれた。そこで，新生児や乳児

における，ビタミンK欠乏症の予防のための経口投与量を,主として,K1投与後の血中濃度

から検討した。 

ビタミン K欠乏症の際，新生児では K1 1mg の筋注,成人では 10mg の内服でほとんど全例に

臨床効果が出現する。これらの場合を基準にして,新生児,乳児に K1 を経口投与し,血中濃

度を比較した。 


